
120.昭和58年度滋賀県下に

おける発掘調査の紹介
その 4

25.荘園官舎とみられる建物群

近江八幡市金剛寺町 会問。王寺城遺跡

県I:~・tま配事業にw う出自主lt(fiih;の発似絢j住で、合計 8

械からなる-1，停の侃立柱長品物t:r;t)'検出された。

建物燃は l明石綿な敷地従11M を示すような i;t，~や秘n}ìlの確

認はできなかったむのの、 i殻J也形から判断すると、お

よそ半町四方の区間内に同一方似を持って検出された。

具体的には大略3J則1.:分知でき、 mu明!i来に焔を持

つ 3間x31問の S801と、その凶に隣接して建つ 2問

X31111の S802で+r'llbRされ、第 2J鈎は潟に織を持つ 3

問x31切の S803と、その来にすE行して主主つ 2問X5

P.l1の 58伽1. S 805の H娠で偶成され、第 3期 t立2閑

X5問の*i!9に械を持つ5806と、 5804を切って縫っ

2問x3UIlのS807とMの商溺に所在する 5808から

総成されている。 ~d昔、燭列 S AOIについては、ある

いは検筋から見て S803の丙Ijilの可能性があり、また

S 806の南側壮列!;t1邸)jの瓜絞、位筋などから S803 

。e.石:tJi'
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に伴う北耳語、あるいは北側側列の可能性む考えられる。

次に、ニれら建物群の時J~Iについてであるが、現時

点でIj:縫火、およびlkli方内からの出こr.iS物が未検討で

あるためよL休性It.欠けるも のの、 l天flb陶22、m色土縛

P1出土のr，p示科13J:などから、 9世紀末頃よ')、 10世紀

後半にかけてのn寺鈎|が1J.・えられる。また 、これら砲物

鮮の性i絡については、制フ7胤快がn年J~J を!ズ l映 した結果

とも考・えられるが、比較的大きいこと、 l羽辺膏1)に、こ

れにj除る建物、およびillll勿i~M(1irê ~2.できなかったこと

などから、あるいは瀧官令的なものか、術力足長民の序.

事u事と考えられる.

今阪|線認された主J!l防総{主、 l自iとしての広がりは小規

ぬであるが、 111伎とし ての織物自己fr.tが枕え易〈、多賀

貯水iB;住遺跡例や、能登川町小内遺跡例などと比較般

討することにより、律令IUIの遊間、または農業集落を

知ワ得る分析資料として、その価1杭ヵ、抜目される。

{滋賀県教行委只会 jfr~基 滋}

26.主角形住居跡を検出

近江八鍋市千僧供町翁ノ内遺跡

県営11場盟主備にi半う千仰供遺跡併の鴻.f.tl!3王手めを

迎え、術館前 ・桜木立に引き絞き、今年度Ij:j必勝斡の

東南部を占める制ノ 1)1i造問、の先制を:JH(uした。

ml:伐の結果、弥生時代後

mlから鎌介11寺代いかけての

多くのiむ械を仰総すゐ 4 と

がで5たのなかでL付録Lす

べきは、 弥生時代後期に)[4

ずる‘11.市有.J~ )I:~ め 1終穴式fì

)，，;.の検:11であるの一辺 5川、

術-lt1~1r\ 8 m、来四111日7.5111

をil[llリ、制20-80cmの快il'li
がめぐる。 W.穴内に!土中央

にが、T.lri村辺にItj:必穴を官iii
;:.る。 1，.，1j!I'よはさらに、弥

生時代被J!11からおtti時代前

j切にわたる犠穴式住紙が10

敏純子f.(t=.して1;リ、五角形

f'ÈJ~:'の系鴻とと L に、集rr;

内でのf立;花づけが今後の謀

総である。 また、，Jitri時代



五角形住居跡 縄文娩期の丸木舟 織立柱建物群

前期の1JJf~悶俄主主併が、北方の桜木立地区で確認され

ており 、この11寺]聞の住居城と纂域の対応関係を抱むこ

とができる。その他、新しい時期のものとしては、径

約40cmのピメトから銅製小trlt泌が出土している。似lま

口俊 5側、 i銭高 3Clllを測り 、二個体1[¥ねたものがニ対

ある。周辺の出土遺物 より推して、平安時代末から鎌

倉時代初IJliIiのむのと思われる。ピヴ ト め配~I;J:明確で

はないが、建物をI哉さ告するに際して、地鎖に務iするな

んらかの絞まえが行われたものと怒!解しておきたし、。

また自制民域内にli、千iGI供7官邸鮮を形成するl主迷}jJ

古地(北側は57年度刻表) ・岩城芯J舟・トキスi家古的

が合まれており、それらの純問機誌も同時に行った。

その結来、住主主坊践的l土、隠語5を含めて径93111、岩;以

i!.iffH主27，5111、 トギス塚古墳をi?14mのそれぞれ内抗で

あることが明らかとなうた。古墳のきた造J腕!字 もl主迩.t)J

古I氏・431:養塚市以 (57年度翻査) ・岩原布射!(横穴式

主:i:;草加) ・トギス塚古Jj;t(問)とたどることができる。

(Q!骨滋賀県文化財保税協会 II! ~tI正幸)

27.縄文晩期の丸木舟 ・擢など出土

近江八幡市長命寺町長命寺湖底遺跡

凶図巡礼の昔~31 '爵札所で匁1られる長命斗:のi栢仰l参道

のお段1、にあるtt命寺浩一祁:(ニ l止、古くから遺物の散

布 が知 られてい たが、長命よ主:1{Et投:修工事にうt玉L""て、

昭和58年 3 月 1 日より昭和59:(1~ 3 )']25日に至る延13か

月|品iにわたって 、i市j中のi遺跡を発掘調査した。

訓戒に先立って、昭和158年度l二ハンマーグラブと鋼

管を用いた試t!iIl割引kが実施され、 j遺跡のJ土がりが抱ま

れておリ 、今IIiIの調査では、議i判中出工事ならびに浴

内俊iN~工事によって~~惨事~を受 lすると考えられる純聞を

250-300m'O')区:i萌i22ブロックにう士け、それぞれをi決裂

の鏑矢板で問み、常時、中の水を電動ポンプで汲み上

げながら、 湖底に1ft縦している土砂を順次jlmり下げて

給資する方'法を月3いた。

議~{;' O)結集 、 琵琶湖の水位 (T， p， +84.371 m) より

2-3mの深さで逃物包含砲のm:なりが降認された。

二のうち燃jE'j82111前後の最下贈の包含J討では、縄文11寺

代後期(中i挙式__'aiiも式)、 iぬ期 (i滋賀県式~青白紙式)、

弥生時代前 ・中期(畿内第 1. Il微式)の巡物が線認

さiL1.ニ。

造物のなかには、ゴL*tHや両?を府ぐ「椛」が出土 し

ており、縄文・焼却iのものと 惟i!tlされる。県下では これ

までにも、 i!i:訂;八申書'fIj元水主主遺跡や安ゴ二|町大中/湖南

i訟跡などで合計 R 般の丸木~i}が出土しているが、 今回

rB土した丸木舟tj:jíj#lJ と同じ Jfj ~1，くのもので、 長さ 6m

20cm、1陥60酬を測り 、 1- 2人が来って築ffil渇の述給

やj魚携などに{変われた と考えられる。

また今回♂〉翻主主で 14:、i.i:U称Iま確認されなかったが、

最下1C'iのj:ff物の状況 ・IEliT線における給土1習の有機質

化 ・ニ仁!即位wなどから、縄文|時代後 ・晩期の水{立が、

現tEよリ 2m 60cm前後低かうたと推定される。

(<<1割以25:県文化財保江主協会 谷I1時幹也)

'1まや

28.駅家の建物か

I ~l 地 している 。 この笠間 j立跡のニItJ主 I1時には、事lllh奇術街

E事として方三I町械に殺元される大f~~逃跡がある。 調査

は、昭和57年度の町jffi:lJl:術工事、総<IIgH158年伎は民

|均 |井j~に伴って笑施したものである。

2 か年に [1主 るl'Jf，JJ'tて\掘JL材:建物跡 31司比 二lニtI~ . i務

等の i立械を検出 している。孤立住建物Ij奈良時代のも

ので、 内訳は桁行:~ J河×後行 3 附の Wj~じ械に復元し得

るもの H~((SB l ・ 2 )と 、.fiI'1T51品jx i'w;l'r 4問の

東路線H~((SB3) でめる。このうち、 S B 1 (;J:校

穴が一辺 1m前後の)JJ r:~の船方を有し 、相:は全て二|じ/'j

[ÍI] に抜き取られた;1犬ちtにある。ょの3f~tの Îj'i立は、 S

B 1・2のm行と 、 Ss aの栄行がN-27'-Wでiあっ

て 、 これは大1出迎跡の総省ご rl'~~1織の方 rrr.と同ーである。

更に 、SB 1とS8 2の東抑制才少IJが直線上に乗り 、こ

のnダIj(j:大l刊行誼閥、商10lJ 外郭線から詩I'~すると 108 m の

数値が求められ、はtr-fllT 0) Uf!縦となる。これらの-';.~(

から 、 検出した援物的， I;J: 、 大~~I i!J:閥、と 共に計画的に絞l

f読されていた1可能性が強い。
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格 を知る上で lつの資料 となるであろう 。

(臼針町教育委員会 日永伊久兇)

30.古墳時代~鎌倉時代の集落跡

安土町慈恩寺 慈恩寺(n)遺跡

昭和58年度県営11.場事正備に伴う安土町芸家思df遺跡の

発tllil関設を58-4三 5月から12月まで実施した。今年度の

翻爽}也は前年度調査地の南側めi鍛尚J也で、 j争厳院から

中庭にのびる参道沿いにあたる。

夏WJI.泡ユ二分(主に排水IIM，iX)I止まり 2，OOOm・のトレン

チを設定した。この総巣、前年1交検出の{主謄t'lの-li[1

と思われる tjtJ't n~，代前期の住居湖、 1 {'~i 、 t少々食事þ社il!:ï

i聞で南北方向の古.iJt時代後半の遺物を含む U~ 1粂を検

出した。 また冬期施工分て'はりjリ土IIIIを対象に 2干900

川'の 1・レンチを設定した。検出した主なi盆摘は次のと

お‘}て・ある。

船主主主建物 調査区南三|土で13般の建物納:を舷認した。

31ttJX2闘のものがlN裂(4煉が総位)、 4問X2問が

l棟、 2rmX21111が 3快(2仰が総紋)でムる。位二火-I!百1杉

および校痕から平安l時代末から鎌合l時代の土問j様、灰

;f[1I附様 、 ，~I~ 色j:il語 、 16官接等が出土した 。 特に l つのピ

ット内よリ土r.ili.Ull.の完形品が15枚まとまって出土した。

泌 トレンチ日刊11でほぼ東西方向。)i祥を検出した。J;'1l

土中より総繍陶総、 灰午[U附*1; 、 オ:~I I Î総、 銀色土ifi円Fが

出土した。 条里関係のjh? と維定されるが税調11 は/f、 19~ で

ある。 またこの鴻と直交する榊を i粂検出したが、出

土、造物からみて近世ーのものであると考えられる。

こに卯'i flir&のi，'1;'を切るゴニJ.，¥ti2占長をt.Jt山した。弘司内より

土的1様、 iP~色土器、 1:[.総等が比較的多f置に 111土した。

廃棄こ仁験とJ7えられる。

日空穴住}rlt 一辺4白OmXa . 8m の lí，'J~丸方 If~のプランを持

つ。主十1:火lま4程)I所検出された。J'IU:ijよび床ifijから

泌物の11:¥土はなく H寺代は不明である

今 |到のi減流で検出した各;制抑止住居E事を|徐きょド安末

期から減念1聞のむのと思われるが 、 切~l'j: ~:宮王~~ ~IJ であり、

マγ、 一一一一、...... ~円一一一

F延議式J (兵部省)諸国駅伝偽条によると、 i!!:江図

東山itl(中路)には、篠原 ・清水 ・烏総 ・獄111の4箇

所に駅家の所狛てが安1.1られる。この内、 清水駅家は、r神

的1nl志鮪』などの地名考証から、五他荘町大字北町屋

(大都iZI跡所在地)から大~1:清水島\~の j前とされている。

今回 、 'ìi).~1t した?主聞jl!ì~1立、神崎ïní右前と目される大

都造跡の西側に~i・図的に配置された状況が窺え、中LIJ

i並(司王山道)に沿って設筒された清水駅家問、の一部で

ある可能性が指摘でき、今後の劉査の進展に期待され

る。(五t曲目f.!町教育委R.会 林 ~" ~) 

29. 青磁 ・漆皮を伴う古墓を発掘

日野町小御門 小御門8遺跡

比高約10m の小l~IJ門丘陵上に位滋する。 i立幼:の司~11

にはUs;ji!l41年の翻殺で101去の問打1が磁認された小倒l門

合続{げがあり、:1]>:泣湖、むその一昔I1と考えられている。

実際、吃人ホーム「さっき;[む内には古椛が 1総保存

されている。また、当地織で以前に管玉が採M~ さ flて

いる。

調査は県営t工場後1Rii手数に先立ち実施したらめで、

昭和158.if.7月から 8月までの約 2か月を要した。調査

在日1'1'11ま約 2.000rn'であるが、ほとんどの トレンチてが|

作土直下より地IJIが検出され、j'tWtは認。められなか っ

た。巡f品が験/JJされたのは丘陵陶縁に設定 した トレン

チだけで、土吸や織が認められた。 しかし、水日ー|桃作

等により i温存状態iまあまり良好ではなかった，

織のうち 1条1;J:IIJl.l約6.0m'泌さ約0.5mのもので、

弧状にぶ)2Q m 検出された。 fY\土からは裂を "~'L、に多数

の須忠告号が出土した。 H寺1~1lまか世紀である 。 間Fぷ・ 3I:の

己j1i'tに|鶏i裂するなんらかの巡桃かとも思われるが、制

限が完全に削平されているため不明である。また、ょ

のiJ4をtrJってよぷh必が 1)企検出された。長qi[1J約1.5111・

縦軸約1.Omの桁問j杉のプランを Lち、 i朱さは;¥':(JO.8m 

をifilJる。床雨?には、土問iil非加lを5紋:iIEべた_]'.に'if~決然

系符磁Jぬが 1f閤采せられていた。やや離れた{立法には

f~~皮があった。この ì~H主はもともと円形のもので、 |瓜

、円 、ェ ツ ~lrにした状態でfJ!:JJさ

れた。日寺lU]!J:王子安u判明三

から鎌合的代初矧であろ

っ。

最後l二、今岡のi鴻1tで
はi.!.i:J'{tそのものは発見で

きなかったが、古JÞlのW~i

J..rらしき榔が検.'1'.さIliJ:i

mが存主f:したことが恕定

さilる。また 、ただ l悲

だけて、あるが検出された

土験必l立、大谷古裟の性

-
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詳細1;1:後日の報告に絞りたい。

(安土町教育委異会西家i事郎)

31 .安土城の城下町遺構

安土町大字下重量浦小字17 安土町緩下町遺跡

当17地区ではこれまでV 次にわたるg;.~去の結梨 、 直

後城下町に関係があると考えられる遺構、lfi物を検出

している。今調査区域でもそれらの遺構が存在する可

能性は充分あると 量与えられ、 ~!ß便局の新築に 1半い、務

局有に発似潟疫を笑施した。翻森期間lif昭和5811三4月米

日一8月158、 トレンチoo:mはおよそ1，200m'で与ある。

ここでの基本層J芋iま第 1Jei耕作土(30-50cm)、第 2

1替茶灰色~灰茶色粘質土に焼土H/，(10-30cm )、m31習

茶掲色-1英褐色制空f土に一部地山士jte入(1O-50cm)で
ある。.!lll山1;1:焚灰色紡質土である。精査の給・*31習の

遺品19;.商が正義認された。 UIlJ.立t存在日は第 2)併上而であり、

2~告の井戸が1i1'~認されたが、近世・の疋t織と判明した。

~; 2巡椛itlilまm3!0J二滋iで、一部地l幻も切り込んでい

る。ここで検出された遺構が城下町に関係のあると考

えられる、主主町後期~安土銚山知1の遺稿である。この

節での主な遺榔i立、J!iI.ぃ焼:十塊の!J;がる泣桃(j遺構n)

で対t土の問から慌下員!lの小~'If;竹の炭化物が、 信楽焼 、

常(1才焼、土Mi.IIIlなどと共に検Jむされた。他にヲロイの

~lì'liの出土をみた土品電装(遺鱗N ) や、鍛え談、 井戸

9 "在、榔 2条が検出されたα Bfi3遺稿而1;1:J也山荷iで、
ここで検出された起k桃I;l:i務6条、井戸 1越である。織

は古償11奇代の~iï!~*~ を含むものもあリ、時期似/ir!í~氏

から平安時代までかなりの帽をもっと考えられる。*~:

戸liJf安|時代の土師mlを底から検出し ている。この他

トレ ンチの北西部で時期不l到の深い必ち込みを験出し

ている。

以上、大まかに~べたが、 2 iifiの童話I也lfiiはかなリ絞

維な庖J=f=をポしており、今後詳細な分析を行って本報

告を上梓する予定である。

(安土町教育委員会 11紛正i，踊)

ヨロイ出土状況

遺構・遺物の保存処理

製談文化財・センタ ーにおいて欽総、オミ昔告をはじめと

する考古造物の保存処理を開始して 3か年が絞過した。

保存処理の対象となる逃物は、組1蔵領域を反映し劣化

の絃皮む多僚である。具体的な保存処現方法i立、各首昔

物の材質、形状、逃存j支に より }I岐にわた 1)、処理llii
の造物観察を絞て現状を抱捜し保存処理を実施してい

る。

出上鉄骨器の保存処~!作業の内谷l立、 j事iに包まれたi蛍
ぜいしパ

物の形状を明らかにし、腕弱なものは樹脆による磁化

を施すよとなどがあげられる。これまでに保存処理担を

笑施した鉄総は、 27m跡、約 700点(大刀、)]子、釘

など)におよんでいる。

i互:if 、 低混tE巡I跡の~M結調査が急増するなかで、 フド

**の，'I:'，:t.:最も 助力日 し島IjIC'十、 7Ki資けによる保管も当セン

ターでは(;1まや限界状態にある。 i旬、、含水王手を示す木

fi~はひとたび乾燥すればm状をとどめることなく変形

し、その資事:1的fi師(i/'i.を減ずることはいうまでもない。

そのため木採の保存処理は急務であり、 P.E.G.含校法、

アルコー1レ樹脂法などの保存処理法が開発されてきた。

当センタ ー設鐙のP.E.C 含綬タンクを日間1158年度よ

リ稼働させ一応の成糸をみた。保存処J旦件数1;1:、試が|

を含め10j也跡、~!" 100点の木総の処I恩を実施した。

ゴ二慌における1I古土の強化処迎については、各現場で

合成.fMR旨(パインダー17)による'i!U化を行っており泌

物殺到!作放のー織としてすでに後透して いる。

発3毘淵査で倹l却された泣桃の部分的保存法として、

j註挑め切 り11足り保存や1t9r而・ 1習位のはさ'1&リ]怯lJ.法が

あげられ、こ 11までに 6遺跡、9 (~ーのi:ilH'/!?の保存処理

を実地した。

名分~f'竹、らの指導と l1h 議を得て、さらに的微な考古

資料の保存処理巴を実地してゆく必要がある。

{G~j)ì込釘! 県文化財保;;産協会 中川正人)

滋賀県埋蔵文化財センター・保存処理室


